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電子シラバスシステムを用いた学修成果の可視化
ーコンピテンス・コンピテンシーと学士力の到達度の数値化ー

テーマⅡ 学修成果の可視化
福岡歯科大学

本学は 年度に「大学教育再生プログラムテーマⅡ：学修成果の可視化」の採択を
契機に新たな教育改善への取り組みを開始した。その取り組みの一つとして、 年度
より卒業時アウトカムの策定を開始し、 年度よりアウトカム基盤型教育への移行を
行った。これに付随して新規記載項目の追加やレイアウトを変更した新シラバスを作成す
るとともに、シラバスの電子化を行った。このシラバスを用いて学生のコンピテンス・コ
ンピテンシー（ディプロマポリシー）と学士力の到達度を可視化するシステムの構築を
行ったので、その概要を報告する。

結論
新規構築した 電子シラバスを効果的に運用していくため、教

育支援・教学ＩＲ室が企画・運営する「学修成果の可視化」に
関する ・ ワークショップを実施し、活用の推進を図っ
た。 ・ ワークショップの複数回実施により、

電子シラバスシステムの周知とともに新規運用をスムー
ズに開始することができた。今後は機能の追加や改変、他の
ツール間との連携や閲覧アクセス数の記録とその活用を行うこ
とで、教育改善への取り組みを進めていきたい。

コンピテンス・コンピテンシー登録画面

行動目標との紐付け、修得難易度の設定画面

修得

一部修得

教育目標分類

認知領域 情意領域 精神運動領域

修得
難易
度

想起 受け入れ 模倣

解釈（理解） 反応 模倣

問題解決 内面化 コントロール

卒後 問題解決 内面化 コントロール・自動化

【想起】 【受け入れ】自己対応 【部分模倣】支援下部分遂行

特定の事実、基礎的術語（専門用語）、概念・原理・法則・プロセス・方法・
理論などをただ「知っている」「思い出せる」というレベル。

他者は関与せず、自己の感情過程についての能力が必要なレベル。
支援下に一連の作業を部分的に遂行できる。作業に必要な知識・技術を学び習
得中の段階でありマニュアルが必須。独力で作業に当たることはできない。

【解釈】 【反応】模擬的対人対応 【全体模倣】自律的部分遂行・支援下全体遂行

単に知識として知っているだけではなく、知識の意味づけや理由がわかる解釈
能力をもつこと。

自己対応領域に加え、模擬的に他者の感情・状態を認知・共感して人間関係を
適切に維持する能力が必要なレベル。

経験を積んでいる過程で一部であれば独力で作業に当たれる。また支援下であ
れば一連の作業を全体的に遂行できる。マニュアルが必要。

【問題解決】 【内面化】実践的対人対応 【コントロール】自律的全体遂行

知識を現象の説明に利用する能力、データの分析・解釈をして妥当な予測を立
てる能力など。

自己対応領域・模擬的対人対応領域に加え、自己と他者を含む集団を取り巻く
状況の変化に応じた対応が必要なレベル。

自律的に一連の作業を全体的に遂行できる。マニュアルがなくてもある程度の
作業は可能。ある程度の経験を有し独力で作業に当たれる。

卒後 【問題解決】 【内面化】実践的対人対応 【コントロール】作業を分析し改善・改良できる。

理解している複数の知識を応用して、新しい問題を解決するために複数のデー
タを分析したり、統合したりできる高次の知的行動のレベル。

さまざまな行動が信念や一貫性と安定性をもった望ましい態度で行われるよう
になる段階（いかなる場合でも同じような態度がとれるような心がまえが完成
し、それが習慣化されること）。

自律的に一連の作業を全体的に遂行できる。マニュアルがなくても作業は可能。
経験を有し独力で作業に当たれる。初心者への助言、熟練者のサポートができ
る。

【自動化】新たな知識 技術 を開発できる。

直感的に全体が見え、将来が見通せ、タイミングを選んで最良のときに最善の
方法で対処できる。
十分な経験と判断力を備え他人の経験や格言からも学ぶ事ができる。

最大達成ポイント※＝（単位数）×（行動目標の修得難易度）÷（科目の行動目標の修得難易度の合計）

※最大達成ポイント：獲得した能力（各 ・学士力）数値化の際、基準となる値

（単位数 ）×（修得難易度 ）÷（修得難易度合計 ）＝

この科目の単位数が２であれば行動目標 の最大達成ポイントは

各行動目標の最大達成ポイントの合計は単位数となる

考案した到達度算出方法：最大達成ポイントの算出

各科目の最大達成ポイント合計が単位数と等価 ⇒ 単位数が等しい科目は等価 科目間の平準化

コンピテンス コンピテンシー
最大達成
ポイント

評価方法 評価点
獲得達成
ポイント

行動目標 Ⅱ レポート

行動目標 Ⅲ 中間試験

行動目標 Ⅳ 実地試験

行動目標 Ⅲ 中間試験

行動目標 Ⅰ レポート

行動目標 Ⅴ 中間試験

行動目標 Ⅴ レポート

行動目標 Ⅲ 定期試験

最大達成ポイントから到達度の算出方法：獲得達成ポイント

獲得達成ポイント＝最大達成ポイント×評価点÷ （満点の点数）

新たに考案した
獲得能力評価

科目 コンピテンスⅡ コンピテンシー コンピテンスⅠ コンピテンシー

コンピテンスⅢ コンピテンシー

コンピテンスⅡ コンピテンシー

科目 コンピテンスⅣ コンピテンシー

コンピテンスⅠ コンピテンシー

コンピテンスⅢ コンピテンシー

科目 コンピテンスⅠ コンピテンシー

コンピテンスⅣ コンピテンシー

科目 コンピテンスⅡ コンピテンシー コンピテンスⅣ コンピテンシー

コンピテンスⅣ コンピテンシー

各科目の獲得達成ポイントを各コンピテンス・コンピテンシー、学士力ごとに集計
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１学年 学生B コンピテンス毎の獲得達成ポイント

獲得達成P 達成% 平均達成%

平成30年度 第1学年
コンピテンス 獲得能力値サンプル

学士力1：認知領域の修得難易度1・2の行動目標の達成度

学士力2：精神運動領域の修得難易度1・2の行動目標の達成度

学士力3：情意領域の修得難易度1・2の行動目標の達成度

学士力4：認知領域・精神運動領域・情意領域の修得難易度3の行動目標の達成度

学士力の達成度数値化のための定義
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当該科目の受講により修得できるコンピテンス・コンピテンシーを登録する。

行動目標の達成により修得できるコンピテンス・コンピテンシーを紐付けるとともに、
行動目標の教育目標領域と修得難易度を設定する 。

コンピテンス・コンピテンシーおよび学士力達成度の数値化

テスト科目 【実習】

評価責任者：
担当教員： 〜

（一般目標）

診療参加型臨床実習を通じて口腔外科の診療技能の向上・確保をはかり、卒後臨床研修へ円滑な連携が行える口腔外科の基本的手技についての知識、技能お
よび態度を修得する。

（教育方法）

診療参加型臨床実習
スライド・ビデオによる症例供覧
教科書・プリントによる講義

（学習方法）

臨床実習内容の水準 から水準 をアドバンス的に選択し実習を行う。実習内容についてシラバスに記載している教科書・参考書等の該当箇所で予め予習して
おくとともに、実習後にその内容を復習し、要点と関連事項をポートフォリオに記載する。経験した症例について、実習後に教科書・参考書等の該当箇所で
復習し、要点と関連事項をポートフォリオに記載するとともに、該当する国家試験の過去問題を学習する。
【単位修得に必要な授業外学習（予習・復習）時間： 時間】

（評 価）

実習期間中に適宜行う口頭試問による評価 ：試問中に適宜、コメント
チェックリスト（評価シート）による評価 ：コメントとともにチェックリストを返却
実習終了時にポートフォリオを評価 ：ポートフォリオにコメントを記載し返却
中間試験（客観試験）・定期試験（客観試験）による評価：試験後、模範解答を掲示

（教 科 書）

○▽△ 監修 「口腔外科学」第３版 □◇出版
※本書は、全体の骨組が口腔外科教授要項や国家試験ガイドラインを考慮し、一般学生が活用しやすい章建ておよび細項目である。

（参 考 書）

◇▼○● 編集 カラーアトラス「●□▲口腔外科学」◇■書院
※本書は、歯科医師国家試験ガイドラインを踏まえ、国家試験に頻出する疾患を細大漏らさず記述されている。

回
授業
日

授業
担当者

ユニット番
号・項目名

学習目標（ＧＩＯ） 行動目標（ＳＢＯｓ）
コンピ
テンス

教育目標領域 予習の項目
必要
時間

口腔外科 小膿瘍の切開ができる
（患者実習

２階口腔外科診療室）

膿瘍切開の手順と偶発
症を患者に説明できる

Ⅱ 情意
（実践状況対応）

教科書▽○〜△△頁を予習する。実習後
はケースレポート作成と関連事項を学習
しポートフォリオに記載する。また過去
の国家試験問題を学習する。

膿瘍切開の準備ができる
（メスの種類、ドレー
ン）

Ⅳ 精神運動
（自律全体）

口腔内を消毒できる Ⅳ 精神運動
（自律全体）

シラバス完成後のExcel出力画面
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